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§０ 接線法、接線問題  

接線法、接線問題とは、曲線に接線を引く問題である。 
 

 
フェルマー以前に接線法、接線問題を考えていた人たち 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ユークリッド (B.C.400～350頃) 
･･･『原論』にて、【与えられた点から与えられた円に接線を 
ひくこと】についての記述 

アルキメデス (B.C.287～212頃) 
･･･『方法』にて、螺線に対して、接線を 

ひくことについての記述 
アポロニウス (B.C.262～190頃) 
･･･『円錐曲線論』の【法線論】にて、 
放物線、楕円、双曲線の法線(接線)を 
ひくことについての記述 

特定の曲線に対して、接線をひくことは可能になったが、平面上のいかな

る曲線に対して、接線を作図する方法は、考えられていなかった。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

§１ フェルマーの接線法 
 
     フェルマーの接線法をする前に、極大・極小の問題をみてみよう。 
 
 
 

『OEUVRES de FERMAT』【Methodus ad Disquirebdam Maxima et Minimam】 
 
 
 
 
 



 
フェルマーの接線法 

先ほど行った問題と同様な方法を使って、曲線のある点を通る接線
をみつけよう。 

 
 
『OEUVRES de FERMAT』 
       【Methodus ad Disquirendam Maximam et minimam】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
出
典
〕 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
近藤洋逸数学史著作集第 3巻より抜粋     

 
 
 
 
 
 
 

＜日本語訳＞ 
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放物線の式より  
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